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【研究方法】 

• 郵送法による自記式アンケート調査。旧制度下763施設、
新制度下849施設で無作為に5人に1人を抽出 

• 平成15年3月（対象：旧制度下の2年次研修医） 

   回答：2474人（大学病院1762人、研修病院712人） 

• 平成18年3月（対象：新制度下の1期生2年次研修医） 

   回答：1166人（大学病院487人、研修病院679人） 

• 平成19年3月（対象：新制度下の2期生2年次研修医） 

   回答：1124人（大学病院487人、研修病院679人） 

• 平成20年3月（対象：新制度下の3期生2年次研修医） 

   回答：1124人（大学病院402人、研修病院722人） 
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【調査票】 

• 研修医の属性、病院の属性、研修内容、満足度、相談体
制、研修後の進路、専門医取得の希望、生活とのバラン
スなどについての質問 

• 基本的臨床知識、技術、態度に関して99項目 

  4段階評価 

    A：確実にできる、自信がある 

    B：だいたいできる、たぶんできる 

    C：あまり自信がない、ひとりでは不安である 

    D：できない 

• 症例経験数 82の症状・病態、4医療記録 

   4段階評価 0例（通）、1～5例（通）、6～10例（通）、11例（通）～ 
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【基本的臨床知識、技術、態度の質問項目の例】 

１．患者の解釈モデルを聞きだすことができる 

２．患者の病歴を系統的に聴取できる 

３．患者と非言語的コミュニケーションをとることができる 

４．バイタルサインを取ることができる 

【症例経験数の質問項目の例】 

１．不眠    

２．浮腫 

３．リンパ節腫脹 

４．発疹 

 

 

83．死亡診断書 

84．死体検案書 

・・・ 

・・・ 

・・・ 
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達成度(%) 

年度 

地域の医療資源を活用し、入院患者の退院後も継続性のある
医療を提供できるよう調整することができる
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経験症例数 

• ショック               0例    1～5例    6～10例    11例～ 

   旧制度   9%      33%       23%       36% 

       新制度   0%      28%       28%       43%     

• 妊娠分娩             0例    1～5例    6～10例    11例～ 

   旧制度   58%    21%        6%        16% 

       新制度    1%     17%       23%       59% 

• 呼吸不全             0例    1～5例    6～10例    11例～ 

   旧制度   12%    21%        15%       51% 

       新制度    0%     19%        19%       63% 

82の症状、病態、疾患の全てについて、新制
度下研修医の経験症例数は有意に増加 
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医療記録の記載件数 

• 死亡診断書           0通    1～5通    6～10通    11通～ 

   旧制度   18%     41%       19%       23% 

       新制度    7%      55%       21%       17%     

• ＣＰＣレポート       0例    1、2例     3，4例     5例～ 

   旧制度   64%    26%        7%        3% 

       新制度   11%    82%        5%        2% 

死体検案書、紹介状についても、同様に、新制
度下研修医の記載件数は有意に増加 
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臨床研修プログラムについての満足度 
（全体・大学・臨床研修病院別：3年間の推移） 
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結論 

１．自己評価と経験症例数のデータによると、旧制度下
研修医2年次修了時（平成15年3月）に比べて新制度
下研修医1期生2年次修了時（平成18年3月）の臨床能
力は著しく向上し、そのレベルは尐なくとも3期生まで
は維持されていた。 

２．研修病院研修医に比べて大学病院研修医の臨床能
力向上の度合いが大きく、平成15年に認められた研修

病院研修医と大学病院研修医との差はほとんどなく
なった。 

３．制度やプログラムについての満足度は3年間（平成18

年～平成20年）にわたって改善し続けていて、大学病
院と研修病院の差は縮小しつつある。 


